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東京電力パワーグリッド株式会社

ネットワークサービスセンター御中

需要バランシンググループにおける日程等別料金の調整に関する
申請書兼誓約書
当社は2022年度の日程等別料金の額において、貴社による託送供給等約款以外の供給条件（2022年2月14日認可。以下「本供給条件」といいます。）を承諾の上、日程等別料金の調整を申請するとともに下記事項を誓約いたします。
　また、万一違反した場合には、当社は、本申請が認められた場合に適用される本供給条件を適用日まで遡って取り消され、調整が無かったものとして精算することに同意し、取消に伴い生じる損害についての賠償を貴社に求めないことを誓約いたします。

記

１　本供給条件を適用する要件を全て満たしていること。

２　一般送配電事業者から本供給条件に従って日程等別料金の調整を受けることについて同意すること。
３　調整額（本供給条件３〔契約者に係る料金〕(2)により需要バランシンググループごとに定めた毎月の調整額をいう。）に関する需要バランシンググループ内外の小売電気事業者間での配分（配分先や配分額）について、署名に記載の全ての小売電気事業者間で合意を行ったこと。
４　本申請に伴い貴社の求めに応じて提出する全ての資料に記載される事項が真実かつ正確であることを表明し保証すること。

以　上
2022年　　月　　日

【本申請書の提出者（代表契約者）】

●●県●●市●●区●●●丁目●●番●号

  株式会社 ○○○○
    代表取締役    △△　△△   印

（連絡先）
	担当者氏名
	

	　　　メールアドレス
	

	　　　電話番号
	



【その他】

●●県●●市●●区●●●丁目●●番●号

  株式会社 ○○○○
    代表取締役    △△　△△   印

●●県●●市●●区●●●丁目●●番●号

  株式会社 ○○○○
    代表取締役    △△　△△   印

同一の「調整額算定の元となる2021年1月当時の需要バランシンググループコード」が複数の申請書に記載されていることが確認された場合、当該申請書は無効となる。





申請時のBG内の全ての小売電気事業者及び2021年1月時点のBG内の全ての小売電気事業者（ただし、申請時に小売電気事業を営んでいない者は除く。）の連名とする。また、2021年1月当時の託送供給に係る契約書の写しを添付する。








